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現行

兵庫県　宍粟市

宍粟市男女共同参画推進条例

制定：令和２年　月　日　条例第　号

施行：令和２年　月　日

現行

兵庫県　丹波市

丹波市男女共同参画推進条例

制定：平成31年3月7日　条例第4号

施行：平成31年4月1日

現行

兵庫県　姫路市

姫路市男女共同参画推進条例

制定：平成28年2月22日　条例第1号

施行：平成28年4月1日

現行

東京都　国立市

国立市女性と男性及び多様な性の平等参画を推進する条例

制定：平成29年12月28日　条例第36号

施行：平成30年4月1日

◎宍粟市男女共同参画推進条例

令和　年　月　日

条例第　号

◎丹波市男女共同参画推進条例

平成31年3月7日

条例第4号

◎姫路市男女共同参画推進条例

平成28年2月22日

条例第1号

◎国立市女性と男性及び多様な性の平等参画を推進する条例

平成29年12月28日

条例第36号

目次

　前文

　第1章　総則（第1条-第8条）

　第2章　基本的施策（第9条-第16条）

　第3条　推進体制（第17条・第18条）

　第4章　雑則（第19条）

（特徴）

丹波市を基本とし、国立市施策を一部反映している

　・教育関係者の責務を明示

　・性的指向、性自認等を定義に加え、

　　性別だけでなく、性自認、性的指向による差別の禁止

　・性的指向、性自認等の公表の自由は個人の権利としている。

（特徴）

姫路市、川西市、尼崎市を参考に作成している。

　姫路と異なる点

　　下記の基本的施策を追加している。

　　・ワーク・ライフ・バランスの推進

　　・学校教育及び社会教育での推進

　　・配偶者等からの暴力の防止

    　・附属機関における男女の構成比を均衡に努めることとした

です、ます調としている。

（特徴）

1 　男女共同参画の推進にあたって、教育・保育の果たす重要性を認識

し、教育関係者の責務を設けた。

２　姫路市が設置する附属機関等における構成員の男女の比率として、市

の設置するものすべてを対象に明確な数値（男女それぞれの人数がその総

数の10分の４以上）を目標として掲げたこと。

（特徴）

１　性的指向、性自認等を定義に加えている。

２　性的指向、性自認等の公表の自由は個人の権利としている。

３　複合差別に対する支援

４　教育関係者の責務

５　女性のエンパワーメントの推進

６　平成30年5月に「くにたち男女平等参画ステーション」を開設

※男性が先という固定的概念を覆すための条例名

①

　「男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任を分かち合い、性別にかか

わりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社

会の実現」は、「二十一世紀の我が国を決定する最重要課題」と位置付け

られ、国において、平成11年6月に男女共同参画社会基本法（平成11年法

律第78号。以下「基本法」という。）が制定され、国の責務として、男女

共同参画社会の形成の促進に関する施策を総合的に策定し、実施するとと

もに、地方公共団体の責務として国の施策に準じた施策及び地方公共団体

の区域の特性に応じた施策の策定と実施を明示しました。

　本市においては、平成22年に「宍粟市男女共同参画プラン」を策定し、

男女共同参画社会の実現をめざし、取組を進めてきました。平成３０年度

に第２次宍粟市男女共同参画プラン策定にあたっての基礎資料とするた

め、市民、事業者を対象としたアンケート調査を実施したところ、市民の

意識の中には、固定的な性別役割分担意識（ジェンダー）が未だに根強

く、多くの市民が社会通念や慣習など、さまざまな分野で性別による不平

等を感じており、男女共同参画社会を実現するためには、多くの課題が存

在している現状が浮き彫りとなりました。

　人口減少社会の到来や社会情勢が変化する中、持続可能で豊かな宍粟市

を創造していくためには、あらゆる人々が性別等にとらわれない生き方が

でき、支え合い、社会のあらゆる分野に参画し、それぞれに個性と能力を

十分に発揮することができる男女共同参画社会を実現させなければなりま

せん。

　私たちは、先人たちが築きあげられた「播磨国風土記」に歴史はさかの

ぼり、豊かな自然に恵まれたこの地が、更に内外に開かれ、すべての人が

個人として尊重され、協働し、社会のあらゆる分野において、男女共同参

画社会の推進に取り組むことを決意し、この条例を制定します。

　私たちのまち丹波市は、本州で最も低い中央分水界を中心に南北に伸び

る氷上回廊を始め、豊かな自然に恵まれた環境の中で、人や文化など多様

なものを受け入れる風土を育み、今日まで発展してきました。市民一人ひ

とりが尊重され、それぞれの個性や生き方を認めあい、男女が共に支え合

う社会の実現は私たち市民の共通の願いです。

　国においては、個人の尊重と法の下の平等がうたわれている日本国憲法

の下、国際社会における取組とも連動しつつ、男女平等の実現に向けた

様々な取組が進められてきました。丹波市においても、丹波市男女共同参

画計画を策定し、様々な施策を進めてきましたが、世代間での考え方の違

いや性別による固定的な役割分担意識に基づく社会制度や慣行が根強く残

るなど、解決しなければならない課題がなお多くあります。

　人口減少社会の到来や社会経済が大きく変化する中、将来にわたって活

力あるまちを持続していくためには、男女が互いにその人権を尊重しつつ

責任を分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮す

ることができる男女共同参画社会を実現させることが重要です。

　私たちはここに、市、市民、事業者、団体等が協働して、誰もがいきい

きと暮らせる男女共同参画社会の実現を決意するとともに、男女共同参画

社会づくりに関する取組を総合的に推進していくため、この条例を制定し

ます。

　個人の尊重と法の下の平等は、日本国憲法にうたわれた我が国の基本原

則である。

　この原則に基づき、国においては、これまで法令の整備をはじめ、男女

平等の実現に向けた様々な取組がなされてきた。

　本市においても、こうした国の動向や平成11年に制定された男女共同参

画社会基本法を踏まえ、平成13年に姫路市男女共同参画プランを策定する

とともに、姫路市男女共同参画推進センター「あいめっせ」を開設し、男

女平等に関する意識啓発や女性の社会への参画促進などに向けた男女共同

参画の推進に関する施策を積極的に進めてきた。

　一方、昨今の少子高齢化の進行、社会経済情勢の急速な変化、地域社会

や家族形態の変容、市民意識の多様化などに対応するため、男女が互いに

その人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなく個性と能力

を十分発揮し、自分らしく多様な生き方を選択することができるよう、よ

り一層、男女共同参画を推進することが必要となっている。

　しかしながら、依然として、性別による固定的な役割分担意識とこれに

基づく社会通念や慣行は根強く、また、現状では、政策、方針等の決定過

程における男女の参画状況にも偏りがあり、更には、女性に対する暴力や

性別に起因する人権侵害など、男女共同参画社会の実現には、まだ多くの

課題が解決されずに残されている。

　これらの認識の下に、世界文化遺産・国宝姫路城を誇り、豊かな自然環

境、多くの伝統文化を継承しながら発展を遂げてきた「ふるさと・ひめ

じ」が、更に内外に開かれ、あらゆる者が個人として尊重される、時代に

ふさわしい都市としての成長を維持していくため、ここに、全ての者が協

働して、社会のあらゆる分野において男女共同参画の推進に取り組むこと

を決意し、この条例を制定する。

　我が国では、日本国憲法において個人の尊重と法の下の平等がうたわれ

ており、「女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約」を批准

し、男女共同参画社会基本法（平成11年法律第７８号）を制定するなど、

男女平等の実現に向けて、国際社会と連動しながら様々な取組がなされて

きた。

　本市においては、昭和60年に婦人問題に関する初の計画となる「国立市

婦人問題行動計画」を策定し、その後、名称を「国立市男女平等推進計

画」へと変更し、男女平等に関する施策を総合的かつ計画的に進めてき

た。さらに、まちづくりの基本理念として「人間を大切にする」を掲げ、

全ての人を孤立や排除から援護し、社会の一員として包み支え合う地域社

会の実現を目指している。

　しかしながら、固定的な性別役割分担意識やそれに基づく社会慣行、性

別を理由とした人権侵害や暴力は今なお根強く存在しており、女性と男性

の間の格差解消に至るには多くの課題が存在している。また、性的指向や

性自認等を理由とする差別や偏見等の課題もあり、より一層の取組が必要

とされている。

　よって、全ての人が性別の壁を越えて、互いに人権を尊重し合い、あら

ゆる分野において個性と能力を十分に発揮し、自分らしく生きることがで

きる社会を築くため、市、市民、教育関係者及び事業者等が一体となって

男女平等参画社会を実現することを決意し、この条例を制定する。

各市の条文比較
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（目的）

第１条　この条例は、男女共同参画の推進に関し、基本理念を定め、市、

市民、教育関係者及び事業者等の責務を明らかにするとともに、市の施策

の基本となる事項を定め、当該施策を総合的かつ計画的に実施することに

より、男女共同参画社会の実現を図ることを目的とする。

（目的）

第１条　この条例は、男女共同参画の推進に関し、基本理念を定め、市、

市民、事業者及びその他の者の責務を明らかにするとともに、市の施策の

基本となる事項を定め、当該施策を総合的かつ計画的に実施することによ

り、男女共同参画社会の実現を図ることを目的とします。

（目的）

第１条　この条例は、男女共同参画の推進に関し、基本理念を定め、市、

市民、事業者及びその他の者の責務を明らかにするとともに、市の施策の

基本となる事項を定め、当該施策を総合的かつ計画的に実施することによ

り、男女共同参画社会の形成に寄与することを目的とする。

（目的）

第１条　この条例は、男女平等参画の推進に関する基本理念を定め、市、

市民、教育関係者及び事業者等の責務を明らかにし、並びに市の施策の基

本事項等を定めることにより、市の男女平等参画に係る施策の総合的かつ

計画的な推進を図り、もって全ての人が、性別等を理由とした人権侵害や

暴力を受けることなく、その個性と能力を十分に発揮して自分らしく生き

ることができる社会を実現することを目的とする。

（定義）

第２条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に

定めるところによる。

（１）男女共同参画　男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思に

よって社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もっ

て男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することが

でき、かつ、共に責任を担うことをいう。

（２）積極的改善措置　前号に規定する機会に係る男女間の格差を改善す

るため必要な範囲において、男女のいずれか一方に対し、当該機会を積極

的に提供することをいう。

（３）市民　市内に居住、通勤又は通学する者をいう。

（４）教育関係者　市内の学校、地域、家庭その他社会のあらゆる分野に

おいて行われる教育及び保育に携わる者をいう。

（５）事業者　市内において事業活動を行う個人又は法人その他団体をい

う。

（６）市民団体　市民を主な構成委員として市内において自発的で自律的

な活動を行う団体をいう。

（７）セクシュアル・ハラスメント　性的な言動により相手方を不快にさ

せ、その者の生活環境を害すること又は性的な言動を受けた相手方の対応

により、その者に不利益を与えることをいう。

（８）ドメスティック・バイオレンス　配偶者（配偶者であった者を含

む。）又は交際相手等親密な関係にある者（親密な関係にあった者を含

む。）の間で行われる身体的、精神的、社会的、経済的又は性的な暴力を

いう。

（９）性的指向　恋愛感情又は性的関心がどのような性別に向かうかとい

うこと（恋愛感情又は性的関心を抱かないことを含む。）をいう。

（10）性自認　自らの性別をどう捉えているかということをいう。

 （定義）

第２条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に

定めるところによります。

（１）男女共同参画　すべての人が性別にかかわりなく、社会の対等な構

成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画

する機会が確保され、もってすべての人が均等に政治的、経済的、社会的

及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うことをいい

ます。

（２）積極的改善措置　前号に規定する機会に係る男女間の格差を改善す

るため必要な範囲において、男女のいずれか一方に対し、当該機会を積極

的に提供することをいいます。

（３）市民　市内に居住、通勤又は通学する者をいいます。

（４）事業者　市内において事業活動を行う個人又は法人その他団体をい

います。

（５）市民団体　市民を主な構成委員として市内において自発的で自律的

な活動を行う団体をいいます。

（６）教育関係者　市内において学校教育、社会教育、家庭教育その他の

あらゆる教育に携わる個人又は法人その他の団体をいいます。

（７）市民等　市民、事業者、市民団体及び教育関係者をいいます。

（８）セクシュアル・ハラスメント　性的な言動により相手方を不快にさ

せ、その者の生活環境を害すること又は性的な言動を受けた相手方の対応

により、その者に不利益を与えることをいいます。

（９）ドメスティック・バイオレンス　配偶者（配偶者であった者を含

む。）又は交際相手等親密な関係にある者（親密な関係にあった者を含

む。）の間で行われる身体的、精神的、社会的、経済的又は性的な暴力を

いいます。

（10）ワーク・ライフ・バランス　誰もがやりがいや充実感を感じながら

働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭生活、地域生活等との調和を

保ち、人生の各段階に応じて多様な生き方を選択及び実現できることをい

います。

（定義）

第２条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に

定めるところによる。

（１）男女共同参画　男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思に

よって社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もっ

て男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することが

でき、かつ、共に責任を担うべきことをいう。

（２）積極的改善措置　前号に規定する機会に係る男女間の格差を是正す

るための必要な範囲において、男女のいずれかの一方に対し、当該機会を

積極的に提供することをいう。

（３）市民　市内に居住し、又は通勤し、若しくは通学する者をいう。

（４）事業者　市内に事務所、事業所等を有し、事業活動を行う個人又は

法人その他の団体をいう。

（５）市民団体　市民を主たる構成員とし、市内において市民のための自

発的で自律的な活動を行う団体をいう。

（６）市民等　市民、事業者及び及び市民団体をいう。

（７）教育関係者　市内の学校、地域、家庭その他の社会のあらゆる分野

において行われる教育及び保育に携わる者をいう。

（用語の意味）

第２条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意味は、それぞれ当

該各号に定めるところによる。

（１）男女平等参画　全ての人が、性別、性的指向、性自認等にかかわり

なく個人として尊重され、個性と能力を発揮し、社会のあらゆる分野にお

ける活動を参画することをいう。

（２）市民　市内に居住する者、市内で働く者、市内で学ぶ者その他市内

で活動をする者をいう。

（３）教育関係者　市内において学校教育、社会教育その他のあらゆる教

育に携わる個人及び法人その他の団体をいう。

（４）事業者等　営利又は非営利にかかわらず、市内で事業活動を行う個

人及び法人その他の団体をいう。

（５）性的指向　異性を対象とする異性愛、同姓を対象とする同性愛、男

女両方を対象とする両性愛、いずれも対象としない無性愛等の人の恋愛や

性愛がどのような性を対象とするかを示す概念をいう。

（６）性自認　自分が女性又は男性であるか、その中間であるか、そのど

ちらでもないか、流動的であるか等の自らの性に対する自己認識をいう。

（７）複合差別　性別に起因した困難を抱えていることに加えて、しょう

がいがあること、外国にルーツを持っていること等、複合的な困難を抱え

ている状況に置かれることにより生じる差別をいう。

（８）ドメスティック・バイオレンス等　配偶者、交際相手、パートナー

等の親密な関係にある者又は親密な関係にあった者からの身体的、精神

的、社会的、経済的又は性的な暴力及び特定の人に対して行うつきまとい

行為をいう。

（９）セクシュアル・ハラスメント　性的な言動等によって、相手や周囲

の者に不快感若しくは不利益を与えること又は相手の就労環境その他の生

活環境を害することをいう。

（10）積極的改善措置　社会のあらゆる分野における活動に参画する機会

について、性別による格差が生じているとみられる場合に、格差是正のた

めに必要な範囲において、当該機会を積極的に提供することをいう。

（11）エンパワーメント　その人の本来持つ力を発揮できるように支援

し、環境を整えること、又は個人として若しくは社会集団としてあらゆる

段階の経済、政治その他の分野における意思決定の場に参画できるように

することをいう。
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資料6

宍粟市男女共同参画推進条例（仮称） 丹波市男女共同参画推進条例 姫路市男女共同参画推進条例 国立市女性と男性及び多様な性の平等参画を推進する条例

③

④

(基本理念）

第３条　男女共同参画は、次に掲げる基本理念に基づき、推進するものと

する。

（１）男女の個人としての尊厳が重んじられること、男女が性別等による

差別的取扱いを受けないこと及び男女が性別等にかかわりなく個人として

の能力を発揮する機会が確保されること並びに多様な性のあり方も含めた

あらゆる人権が尊重され、配慮されること。

（２）社会における制度又は慣行が性別による固定的な役割分担等を反映

して、男女の社会における活動の自由な選択に対して影響を及ぼすことの

ないように配慮されること。

（３）男女が社会の対等な構成員として、社会のあらゆる分野における方

針の立案及び決定に共同して参画する機会が確保されること。

（４）家族を構成する男女が相互の協力と社会の支援の下に、子の養育、

家族の介護その他の家庭生活における活動について家族の一員としての役

割を円滑に果たし、かつ当該活動以外の活動を行うことができるようにす

ること。

（５）男女が互いの性に対する理解を深め、妊娠、出産等について個人の

意思が尊重され、生涯にわたり健康な生活を営むことができるように配慮

されること。

（６）市民等が地域社会を構成する一員としての自覚と責任を持ち、自発

的かつ自主的に男女共同参画を推進する活動に参画するとともに、当該活

動に参画する他のものと協働して取り組むこと。

（7）男女共同参画の推進は、国際社会における取組と密接な関係を有す

ることから、国際的な協調の下に行うこと。

（基本理念）

第３条　男女共同参画は、次の各号に掲げる基本理念に基づき、推進する

ものとします。

（１）男女の個人としての尊厳が重んじられること、男女が性別による差

別的取扱いを受けないこと及び男女が性別にかかわりなく個人としての能

力を発揮する機会が確保されること並びにあらゆる人権が尊重され、配慮

されること。

（２）社会における制度又は慣行が、性別による固定的な役割分担等を反

映して、男女の社会における活動の自由な選択に対して影響を及ぼすこと

のないように配慮されること。

（３）男女が社会の対等な構成員として、社会のあらゆる分野における方

針の立案及び決定に共同して参画する機会が確保されること。

（４）家族を構成する男女が相互の協力と社会の支援の下に、子の養育、

家族の介護その他の家庭生活における活動について家族の一員としての役

割を円滑に果たし、かつ当該活動以外の活動を行うことができるようにす

ること。

（５）男女が互いの性に対する理解を深め、妊娠、出産等について個人の

意思が尊重され、生涯にわたり健康な生活を営むことができるように配慮

されること。

（６）市民等が地域社会を構成する一員としての自覚と責任を持ち、自発

的かつ自主的に男女共同参画を推進する活動に参画するとともに、当該活

動に参画する他のものと協働して取り組むこと。

（７）男女共同参画の推進は、国際社会における取組と密接な関係を有す

ることから、国際的な協調の下に行うこと。

（基本理念）

第３条　男女共同参画の推進は、次に掲げる事項を基本理念として行わな

ければならない。

（１）男女の個人としての尊厳が重んぜられること、男女が性別による差

別的取扱いを受けないこと及び男女が性別にかかわりなく個人としての能

力を発揮する機会が確保されること並びに多様な性のあり方も含めたあら

ゆる人権が尊重され、配慮されること。

（２）社会における制度又は慣行が性別による固定的な役割分担等を反映

して、男女の社会における活動の自由な選択に対して影響を及ぼすことの

ないように配慮されること。

（３）男女が社会の対等な構成員として、様々な分野における意思の形成

及びに決定に共同して参画する機会が確保されること。

（４）家族の構成員が性別にかかわりなく相互の協力と社会の支援の下

に、子の養育、家族の介護その他の家庭生活における活動について家族の

一員としての役割を円滑に果たし、かつ、当該活動以外の活動を行うこと

ができるようにすること。

（５）男女共同参画の推進と密接な関係を有する国際社会における取組が

勘案され、その動向が配慮されること。

（６）女性には妊娠及び出産の機能が備わっていることが十分に配慮さ

れ、これによる差別がなされないこと、あらゆる人の生殖に関する意思が

尊重されること並びに生涯にわたる健康の保持及び増進が図られること。

（７）市民等が地域社会を構成する一員としての自覚と責任を持ち、自主

的かつ自発的に男女共同参画の推進のための活動に参画するとともに、当

該活動に参画する他のものと協働して取り組むことができるようにするこ

と。

（８）男女が性別によることなく、その置かれている立場を含むあらゆる

状況の下で、自らの責任において多様な選択を行うことが保障されるこ

と。

（基本理念）

第３条　市、市民、教育関係者及び事業者等は、次に掲げる事項を基本理

念として、男女平等参画を推進する。

（１）性別、性的指向、性自認等による差別的取扱いや暴力を根絶し、全

ての人が、個人として尊重されること。

（２）性的指向、性自認等に関する公表の自由が個人の権利として保障さ

れること。

（３）全ての人が、性別による固定的な役割分担意識に基づく社会制度や

慣行にとらわれることなく、その個性と能力を発揮し、自らの意思と責任

により多様な生き方を選択できること。

（４）全ての人が、性別にかかわりなく、あらゆる分野における活動方針

の立案及び決定に平等に参画する機会が確保されること。

（５）学校教育、社会教育その他のあらゆる教育の場において、生涯を通

じた男女平等参画意識の形成に向けた取組が行われること。

（６）全ての人が、相互の協力と社会の支援の下に、家庭生活、職場及び

地域における活動の調和の取れた生活を営むことができること。

（７）全ての人が、妊娠、出産等の性と生殖に関する健康と権利を認め合

い、生涯にわたって自分らしい生き方を選択できること。

（８）性別による差別的取扱い及び複合差別を理由として、困難な状況に

置かれている人を支援するための取組が行われること。

（９）国際社会及び国内における男女平等参画に係る取組を積極的に理解

すること。

（市の責務）

第４条　市は、前条に定める基本理念（以下「基本理念）という。）に基

づき、男女共同参画の推進に関する施策（積極的改善措置を含む。以下同

じ。）を総合的に策定し、及び実施しなければならない。

２　市は、男女共同参画の推進に関する施策を実施するに当たっては、

国、他の地方公共団体及び市民等との連携に努めなければならない。

３　市は、職員一人ひとりの男女共同参画に関する認識を高める等、自ら

率先して男女共同参画の推進に努めなければならない。

（市の責務）

第４条　市は、前条に定める基本理念（以下「基本理念）という。）に

のっとり、男女共同参画の推進に関する施策（積極的改善措置を含む。以

下同じ。）を総合的に策定し、及び実施するものとします。

２　市は、男女共同参画の推進に関する施策を実施するに当たっては、

国、他の地方公共団体及び市民等との連携に努めるものとします。

３　市は、職員一人ひとりの男女共同参画に関する認識を高める等、自ら

率先して男女共同参画の推進に努めるものとします。

（市の責務）

第４条　市は、前条に定める基本理念（以下「基本理念」という。）に

のっとり、男女共同参画の推進に関する施策（積極的改善措置を含む。以

下同じ。）を総合的に策定し、及び実施しなければならない。

２　市は、あらゆる施策を策定し、及び実施するに当たっては、男女共同

参画の推進に配慮しなければならない。

３　市は、男女共同参画の推進に関する施策を実施するに当たっては、

国、他の地方公共団体及び市民等との連携に努めなければならない。

４　市は、事業者の模範となるよう率先して男女共同参画の推進に取り組

むとともに、職員一人一人の男女共同参画に関する認識を高めるよう努め

なければならない。

（市の責務）

第４条　市は、前条に規定する基本理念（以下単に「基本理念」とい

う。）に基づき、男女平等参画社会を実現するための施策を総合的かつ計

画的に実施するために必要な措置を講じなければならない。

２　市は、男女平等参画を推進するに当たり、市民、教育関係者、事業者

等、国及び地方公共団体その他の関係機関等と連携し、及び協力しなけれ

ばならない。

（市民の責務）

第５条　市民は、基本理念に基づき、男女共同参画に関する理解を深め、

社会のあらゆる分野において、男女共同参画の推進に努めなければならな

い。

２　市民は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力するよ

う努めなければならない。

（市民の責務）

第５条　市民は、基本理念にのっとり、男女共同参画に関する理解を深

め、社会のあらゆる分野において、男女共同参画の推進に努めるものとし

ます。

２　市民は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力するよ

う努めるものとします。

（市民の責務）

第５条　市民は、基本理念にのっとり、職域、学校、地域、家庭その他の

社会のあらゆる分野において、男女共同参画の推進に寄与するよう努めな

ければならない。

２　市民は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力するよ

う努めなければならない。

（市民の責務）

第５条　市民は、基本理念に基づき、男女平等参画について理解を深める

とともに、家庭、学校、職場、地域その他の社会のあらゆる分野の活動に

おいて、男女平等参画の推進に努めるものとする。

２　市民は、市が実施する男女平等参画の推進に関する施策に協力し、共

に実現するよう努めるものとする。

⑤

（教育関係者の責務）

第６条　教育関係者は、男女共同参画の推進に果たす教育の重要性を認識

し、基本理念に基づき、教育を行うよう努めなければならない。

２　教育関係者は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力

するよう努めなければならない。

（教育関係者の責務）

第８条　教育関係者は、男女共同参画の推進に果たす教育の重要性を認識

し、基本理念にのっとり、教育を行うよう努めるものとします。

２　教育関係者は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力

するよう努めるものとします。

（教育関係者の責務）

第８条　教育関係者は、基本理念に配慮した教育及び保育を行うよう努め

なければならない。

（教育関係者の責務）

第６条　教育関係者は、男女平等参画の推進に果たす教育の重要性を認識

し、基本理念に基づいた教育を行うよう努めるものとする。

２　教育関係者は、市が実施する男女平等参画の推進に関する施策を協力

し、共に実現するよう努めるものとする。
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（事業者の責務）

第７条　事業者は、基本理念に基づき、その事業活動において、男女共同

参画の推進に取り組むよう努めなければならない。

２　事業者は、男女が仕事と家庭生活その他の活動とを両立して行うこと

ができる職場環境を整備するよう努めなければならない。

３　事業者は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力する

よう努めなければならない。

（事業者の責務）

第６条　事業者は、基本理念にのっとり、その事業活動において、男女共

同参画の推進に取り組むよう努めるものとします。

２　事業者は、男女が仕事と家庭生活その他の活動とを両立して行うこと

ができる職場環境を整備するよう努めるものとします。

３　事業者は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力する

よう努めるものとします。

（事業者の責務）

第６条　事業者は、基本理念にのっとり、その事業活動において、男女共

同参画の推進に取り組むよう努めなければならない。

２　事業者は、男女が職場における活動に対等に参画する機会の確保に努

めるとともに、男女が職業生活における活動と家庭生活における活動その

他の活動とを両立して行うことができる職場環境を整備するよう努めなけ

ればならない。

３　事業者は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力する

よう努めなければならない。

（事業者等の責務）

第７条　事業者等は、基本理念に基づき、事業活動を行うに当たり、積極

的に男女平等参画の推進に努めるとともに、全ての人が家庭、地域及び職

場における活動の調和の取れた生活を営むことができるよう環境の整備に

努めるものとする。

２　事業者等は、市が実施する男女平等参画の推進に関する施策に協力

し、共に実現するよう努めるものとする。

（市民団体の責務）

第８条　市民団体は、基本理念に基づき、その運営又は活動に関する方針

の決定等について、男女が対等に参画する機会を確保するとともに、男女

が性別にかかわりなく能力を発揮できる環境を整備するよう努めなければ

ならない。

２　市民団体は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力す

るよう努めなければならない。

（市民団体の責務）

第７条　市民団体は、基本理念にのっとり、その運営又は活動に関する方

針の決定等について、男女が対等に参画する機会を確保するとともに、男

女が性別にかかわりなく能力を発揮できる環境を整備するよう努めるもの

とします。

２　市民団体は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力す

るよう努めるものとします。

（市民団体の責務）

第７条　市民団体は、基本理念にのっとり、その運営又は活動に関する方

針の立案及び決定に、男女が対等に参画することができる体制その他男女

が性別にかかわりなく能力を発揮できる環境を整備するよう努めなければ

ならない。

２　市民団体は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力す

るよう努めなければならない。

⑥

⑦

（性別等による権利侵害の禁止）

第９条　何人も、社会のあらゆる分野において、性別若しくは性的指向又

は性自認等による差別的取扱い、セクシュアル・ハラスメント、ドメス

ティック・バイオレンス、性別等によるその他の権利侵害を行ってはなら

ない。

２　何人も、性的指向、性自認等の公表に関して、いかなる場合も強制

し、若しくは禁止し、又は本人の意に反して公にしてはならない。

（性別による権利侵害の禁止）

第９条　すべての人は、社会あらゆる分野において、性別による差別的取

扱い、セクシュアル・ハラスメント、ドメスティック・バイオレンス、性

別によるその他の権利侵害を行ってはなりません。

（性別による権利侵害の禁止）

第９条　何人も、職域、学校、地域、家庭その他の社会のあらゆる分野に

おいて、性別による差別的取扱い、セクシャル・ハラスメント（継続的な

人間関係において優位な力関係を背景に相手の意に反して性的な言動を行

うこと又は当該言動を受けた者の対応によってその者に利益若しくは不利

益を与えることをいう。）、ドメスティック・バイオレンス（配偶者（婚

姻の届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にある者を含

む。）、交際の相手方等親密な関係にあり、又は親密な関係にあった者に

対して身体的、精神的、社会的、経済的又は性的な苦痛を与える行為をい

う。）その他の性別の違いを背景とした権利侵害を行ってはならない。

（公衆に表示する情報に関する留意）

第10条　何人も、公衆に表示する情報において、性別による固定的な役割

分担及び暴力的行為を助長し、又は連想させる表現並びに著しく性的感情

を刺激する表現を行わないよう努めなければならない。

（公衆に表示する情報に関する留意）

第10条　すべての人は、公衆に表示する情報において、性別による固定的

な役割分担及び暴力的行為を助長し、又は連想させる表現並びに著しく性

的感情を刺激する表現を行わないよう努めなければなりません。

（公衆に表示する情報に関する留意）

第10条　何人も、公衆に表示する情報において、性別による固定的な役割

分担及び暴行的行為を助長し、又は連想させる表現並びに著しく性的感情

を刺激する表現を行わないよう努めなければならない。

（男女共同参画計画）

第11条　市長は、男女共同参画の推進に関する施策を総合的かつ計画的に

推進するため、男女共同参画の推進に関する基本的な計画（以下「男女共

同参画計画）という。）を定めるものとする。

２　市長は、男女共同参画計画を定めるに当たっては、市民の意見を反映

させるために必要な措置を講ずるとともに、宍粟市男女共同参画審議会

（第21条第１項に規定する宍粟市男女共同参画審議会をいい、同項を除

き、以下「審議会」という。）の意見を聴くものとする。

３　市長は、男女共同参画計画を定めたときは、速やかに公表するものと

する。

４　前２項の規定は、男女共同参画計画の変更について準用する。

（男女共同参画）

第11条　市長は、男女共同参画の推進に関する施策を総合的かつ計画的に

推進するため、男女共同参画の推進に関する基本的な計画（以下「男女共

同参画計画）という。）を定めるものとします。

２　市長は、男女共同参画計画を定めるに当たっては、市民等の意見を反

映させるために必要な措置を講ずるとともに、丹波市男女共同参画審議会

（第25条第１項に規定する丹波市男女共同参画審議会をいい、同項を除

き、以下「審議会」という。）の意見を聴くものとします。

３　市長は、男女共同参画計画を定めたときは、速やかに公表するものと

します。

４　前２項の規定は、男女共同参画計画の変更について準用します。

（姫路市男女共同参画プラン）

第11条　市長は、男女共同参画の推進に関する施策を総合的にかつ計画的

に実施するため、男女共同参画社会基本法（平成11年法律第78号）第14条

第3項に規定する市町村男女共同参画計画である姫路市男女共同参画プラ

ン（以下「プラン」という。）を定めるものとする。

２　市長は、プランを定めるに当たっては、市民の意見を反映させるため

に必要な措置を講ずるとともに、姫路市男女共同参画審議会（第21条第1

項に規定する姫路市男女共同参画審議会をいい、同項を除き、以下「審議

会」という。）の意見を聴くものとする。

３　市長は、プランを定めたときは、速やかに公表するものとする。

４　前2項の規定は、プランの変更について準用する。

（計画の策定）

第９条　市は、男女平等参画に関する施策を総合的かつ計画的に推進する

ための基本的な計画（以下「推進計画」という。）を策定し、これを公表

するものとする。

２　市は、推進計画の策定に当たっては、あらかじめ第17条に規定する国

立市男女平等推進市民委員会の意見を聴くとともに、市民等の意見を反映

させるために必要な措置を講ずるものとする。

３　市は、原則として毎年1回、推進計画に基づく男女平等参画に関する施

策の実施状況を公表するものとする。

（施策の策定等に当たっての配慮）

第12条　市は、男女共同参画の推進に影響を及ぼすと認められる施策を策

定し、及び実施するに当たっては、男女共同参画の推進に配慮するものと

する。

（施策の策定等に当たっての配慮）

第12条　市は、男女共同参画の推進に影響を及ぼすと認められる施策を策

定し、及び実施するに当たっては、男女共同参画の推進に配慮するものと

します。

（施策の策定等に当たっての配慮）

第12条　市は、男女共同参画の推進に影響を及ぼすと認められる施策を策

定し、及び実施するに当たっては、男女共同参画の推進に配慮するものと

する。

（推進体制の整備）

第13条　市は、男女共同参画の推進のため、必要な体制を整備するととも

に、財政上の措置を講ずるよう努めなければならない。

（推進体制の整備）

第13条　市は、男女共同参画の推進のため、必要な体制を整備するととも

に、財政上の措置を講ずるよう努めなければなりません。

（推進体制の整備）

第17条　市は、男女共同参画の推進のため、財政上の措置含め、必要な体

制を整備するものとする。

（禁止事項）

第７条　何人も、ドメスティック・バイオレンス等、セクシュハル・ハラ

スメント、性的指向、性自認等を含む性別を起因とする差別その他性別に

起因するいかなる人権侵害も行ってはならない。

２　何人も、性的指向、性自認等の公表に関して、いかなる場合も、強制

し、若しくは禁止し、又は本人の意に反して公にしてはならない。

３　何人も、情報の発信及び流通に当たっては、性別に起因する人権侵害

に当たる表現又は固定的な役割分担の意識を助長し、是認させる表現を用

いないよう充分に配慮しなければならない。
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⑧

（附属機関等における構成員の男女の均衡）

第14条　市は、その設置する附属機関等の委員その他の構成員を任命し、

又は委嘱する場合には、男女の数の均衡に努めるものとする。

（附属機関等における構成員の男女の均衡）

第14条　市は、その設置する附属機関等の委員その他の構成員を任命し、

又は委嘱する場合には、男女の数の均衡に努めるものとします。

（附属機関等における構成員の男女の比率）

第14条　市長その他の執行機関は、その設置する附属機関等の委員その他

の構成員の委嘱、任命等をしようとする場合には、男女それぞれの構成員

の数がその総数の10分の４以上となるよう努めるものとする。

（市民等の理解を深めるための措置）

第15条　市は、男女共同参画の推進について、市民等の理解を深めるた

め、広報活動その他の適切な措置を講ずるものとする。

（市民等の理解を深めるための措置）

第15条　市は、男女共同参画の推進について、市民等の理解を深めるた

め、広報活動その他の適切な措置を講ずるものとします。

（市民等の理解を深めるための措置）

第13条　市は、広報、啓発活動等を通じて、基本理念に関する市民等の理

解を深めるよう適切な措置を講ずるものとする。

（市民等に対する支援）

第16条　市は、市民等が行う男女共同参画の推進に関する自主的な取組に

対し、情報の提供その他の必要な支援を行うよう努めるものとする。

（市民等に対する支援）

第16条　市は、市民等が行う男女共同参画の推進に関する自主的な取組に

対し、情報の提供その他の必要な支援を行うよう努めるものとします。

（市民等に対する支援）

第16条　市は、市民等が行う男女共同参画の推進に関する自主的な取組に

対し、情報の提供その他の必要な支援を行うよう努めるものとする。

（ワーク・ライフ・バランスの推進）

第17条　市は、男女がワーク・ライフ・バランスを図ることができるよう

必要な支援を行うよう努めるものとします。

（家庭生活と社会活動の調和）

第12条　市は、全ての人が性別にかかわりなく、家事、育児、介護等の家

庭生活における活動と職場、地域、学校等における活動の調和の取れた生

活を営むことができるよう、必要な支援を行うものとする。

（男女共同参画に関する教育の推進）

第18条　市は、学校教育、社会教育その他のあらゆる教育の分野におい

て、男女共同参画を推進するための教育の充実に努めるものとします。

（女性のエンパワーメント）

第13条　市は、女性が自分自身の生活と人生を決定する権利を保障し、あ

らゆる参画の機会において、女性個人が持つ力を十分に発揮できるよう、

女性のエンパワーメントのために必要な支援を行うものとする。

（防災及び減災の分野における施策の推進）

第19条　市は、防災及び減災の分野において、男女共同参画の視点を取り

入れた災害対策及び被災者支援を推進するため、必要な施策を講ずるよう

努めるものとします。

（防災施策における推進）

第15条　市は、防災、災害対応、復興その他の災害に関するあらゆる局面

において、男女平等参画の視点を取り入れた施策の推進及び被災者支援を

行うよう努めるものとする。

（ドメスティック・バイオレンスの防止等）

第20条　市は、関係機関と連携して、ドメスティック・バイオレンスの防

止に努めるとともに、当該暴力の被害を受けた者を保護し、及び自立を支

援するため必要な措置を講ずるものとします。

⑨

（苦情等への対応）

第17条　市は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に関し、市

民等から苦情又は意見の申出があったときは、適切に対応するものとす

る。

２　市は、性別若しくは性的指向又は性自認等による差別的取扱いその他

の男女共同参画の推進を阻害する行為に関し、市民等から相談の申出が

あったときは、関係機関と連携し、必要な支援を行うものとする。

３　市長は、前2項に規定する苦情等への対応について必要があると認め

るときは、審議会の意見を聴くことができる。

（苦情等への対応）

第21条　市は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に関し、市

民等から苦情又は意見の申出があったときは、適切に対応するものとしま

す。

２　市は、性別による差別的取扱いその他の男女共同参画の推進を阻害す

る行為に関し、市民等から相談の申出があったときは、関係機関と連携

し、必要な支援を行うものとします。

３　市長は、前2項に規定する苦情等への対応について必要があると認め

るときは、審議会の意見を聴くことができるものとします。

（苦情等の申出への対応）

第18条　市は、市が実施する男女共同参画の推進に関する施策又は男女共

同参画の推進に影響を及ぼすと認められる施策について、市民等から苦情

の申出があった場合には、適切に対応するものとする。

２　市は、前項の申出に対応するに当たり、必要があると認めるときは、

審議会の意見を聴くものとする。

３　市は、性別による差別的取扱いその他の男女共同参画の推進を妨げる

行為について、市民等から相談があった場合には、関係機関と連携して、

当該相談に適切に対応するよう努めるものとする。

（苦情又は相談への対応）

第18条　市民、教育関係者又は事業者等は、市が実施する男女平等参画に

関する施策に係る苦情又は相談があるときは、その旨を市に申し出ること

ができる。

２　市は、前項の規定による苦情又は相談の申出について、必要に応じて

委員会の意見を聴いて、適切な措置を講ずるものとする。

３　市は、第1項の規定による苦情又は相談の申出に対し、当該苦情を申

し出た者に係る情報を保護するとともに、公平かつ適切に対応するものと

する。

（調査研究）

第18条　市は、男女共同参画の推進に関する施策の策定及び実施に必要な

調査研究を行うものとする。

（調査研究）

第22条　市は、男女共同参画の推進に関する施策の策定及び実施に必要な

調査研究を行うものとします。

（情報収集等）

第15条　市は、男女共同参画の推進に関する施策を策定し、効果的に実施

するため、男女共同参画に関する事項について必要な情報の収集及び調査

研究を行うものとする。

（広報啓発及び調査研究）

第10条　市は、市民、教育関係者及び事業者等に対して、男女平等参画に

ついて理解を深めるために必要な広報及び啓発を行うものとする。

２　市は、男女平等参画の推進に関して必要な調査研究並びに情報の収集

及び情報の収集及び提供を行うものとする。

（活動及び教育における支援）

第14条　市は、男女平等参画の推進に関する取組を行う市民及び事業者等

に対し、必要な支援を行うものとする。

２　市は、学校教育、社会教育その他の生涯を通じたあらゆる教育の場に

おいて、男女平等参画社会を支える意識の形成を図るために必要な支援を

行うものとする。
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（拠点施設）

第19条　市は、男女共同参画を推進すす施策を実施し、市民等による男女

共同参画の取組を支援するための総合的な拠点の整備及び機能の充実に努

めるものとする。

（拠点施設）

第23条　市は、男女共同参画を推進する施策を実施し、市民等による男女

共同参画の取組を支援するための総合的な拠点施設の整備及び機能の充実

に努めるものとします。

（拠点施設）

第２０条　市は、姫路市男女共同参画センター（姫路市男女共同参画推進

センター条例（平成13年姫路市条例第4号）第1条の規定に基づき設置され

た施設をいう。）を、男女共同参画の推進に関する市民等の理解を深める

ための措置を講じ、及び市民等の自主的な取組を支援するための拠点施設

とする。

（拠点施設の整備）

第16条　市は、男女平等参画の推進を図るための拠点施設を整備するもの

とする。

（年次報告）

第20条　市長は、男女共同参画計画に基づく施策の実施状況を取りまとめ

た年次報告を作成し、これを公表するものとする。

 （年次報告）

第24条　市長は、男女共同参画計画に基づく施策の実施状況を取りまとめ

た年次報告を作成し、これを公表するものとします。

（年次報告）

第19条　市長は、毎年度、プランに基づく施策の推進の状況に関する報告

書を作成し、これを公表するものとする。

（宍粟市男女共同参画審議会）

第21条　男女共同参画の推進に関する重要な事項について調査審議するた

め、市長の附属機関として宍粟市男女共同参画審議会を置く。

２　審議会は、前項に定めるもののほか、男女共同参画の推進に関し必要

と認められる事項について、市長に意見を述べることができる。

３　この条例に定めるもののほか、審議会の組織、運営その他の必要な事

項は、市長が別に定める。。

（丹波市男女共同参画審議会）

第25条　男女共同参画の推進に関する重要な事項について調査審議するた

め、市長の附属機関として丹波市男女共同参画審議会を置きます。

２　審議会は、前項に定めるもののほか、男女共同参画の推進に関し必要

と認められる事項について、市長に意見を述べることができます。

３　審議会は、委員15人以内で組織します。

４　委員は、識見を有する者、関係団体から推薦を受けた者及び公募によ

る市民のうちから市長が委嘱します。

５　委員の任期は、2年とする。ただし、再任は妨げません。

６　委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とします。

７　前各号に定めるもののほか審議会の組織及び運営に関し必要な事項

は、市長が別に定めます。

（姫路市男女共同参画審議会）

第２１条　この条例によりその権限に属することとされた事項を行うとと

もに、市長の諮問に応じ、男女共同参画の推進に関する重要な事項につい

て調査審議するため、市長の附属機関として姫路市男女共同参画審議会を

置く。

２　審議会は、前項に定めるもののほか、男女共同参画の推進に関し必要

と認められる事項について、市長に意見を述べることができる。

３　審議会の委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職

を退いた後も、同様とする。

４　この条例に定めるもののほか、審議会の組織、運営その他必要な事項

は、市長が別に定める。

（積極的改善措置）

第11条　市は、性別による固定的な役割分担の意識があると認める場合又

は性別を起因とする理由により参画する機会に不均衡があると認める場合

にあっては、積極的改善措置を講ずるよう努めるものとする。

（推進委員会）

第17条　男女平等参画を推進するため、市長の附属機関として、国立市男

女平等推進市民委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

２　委員会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について審議する。

（１）市における男女平等参画の推進に関すること。

（２）推進計画の進捗状況に関すること。

（３）前2号に掲げるもののほか、男女平等参画を推進する施策に関し市長

が必要と認める事項

３　委員会は、男女平等参画の推進に関し、必要と認める事項について調

査及び研究を行い、市長に意見を述べることができる。

４　委員会は、市長が委嘱する10人以内の委員をもって組織する。

５　委員の任期は、2年とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場

合における後任の委員の任期は、前任者の在任期間とする。

６　前号に定めるもののほか、委員会の組織及び運営に関し必要な事項

は、規則で定める。
 （委任）

第19条　この条例に定めるもののほか、条例の施行について必要な事項

は、市長が別に定める。
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資料6

宍粟市男女共同参画推進条例（仮称） 丹波市男女共同参画推進条例 姫路市男女共同参画推進条例 国立市女性と男性及び多様な性の平等参画を推進する条例

　　附　則

（施行期日）

１　この条例は、令和　年　月　日から施行する。

（経過措置）

2 この条例の施行の際現に男女共同参画社会基本法第14条第3項に規定する

市町村男女共同参画計画として定められている第2次宍粟市男女共同参画プ

ラン（令和元年3月策定）は、第11条の規定により定められたプランとみ

なす

　　附　則

（施行期日）

１　この条例は、平成31年4月1日から施行します。

（丹波市男女共同参画審議会設置条例の廃止）

２　丹波市男女共同参画審議会設置条例（平成30年丹波市条例第5号）

は、廃止します。

　　附　則

（施行期日）

1 この条例は、平成28年4月1日から施行する。

（経過措置）

2 この条例の施行の際現に男女共同参画社会基本法第14条第3項に規定する

市町村男女共同参画計画として定められている姫路市男女共同参画プラン

2022（平成25年3月策定）は、第11条の規定により定められたプランとみ

なす。

（姫路市附属機関設置条例の一部改正）

3 姫路市附属機関設置条例（平成26年姫路市条例第3号）の一部を次のよう

に改正する。

　別表市長の部姫路市男女共同参画審議会の項を削る。

　　附　則

（施行期日）

１　この条例は、平成30年4月1日から施行する。

（国立市男女平等推進市民委員会条例の廃止）

２　国立市男女平等推進市民委員会条例（昭和61年3月国立市条例第1号）

は、廃止する。

（経過措置）

３　この条例の施行の際、現に男女共同参画社会基本法第14条第3項の規

定により策定されている国立市第5次男女平等・男女共同参画推進計画につ

いては、第9条第1項の規定する推進計画とみなす。

４　この条例の施行の際、現に第2項の規定による廃止前の国立市男女平

等推進市民委員会条例（以下この項において「旧条例）という。）第3条

の規定により国立市男女平等推進市民委員会の委員に委嘱されている者

は、この条例の施行の日に、第17条第4項の規定により委員会の委員に委

嘱されたものとみなす。この場合において、その委嘱されたものとみなさ

れる委員の任期は、同条第5項の規定にかかわらず、同日における、旧条

例第4条に規定する国立市男女平等推進市民委員会の委員としての任期の残

任期間と同一の期間とする。
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